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関東信越税理士政治連盟は、７月９日、関東
信越税理士会館（さいたま市）において第55回
定期大会を開催した。本年は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止によるまん延防止等重点措
置もあり、皆様の健康確保の観点から、規模を
縮小して開催し、懇親会は行わないこととした。

また、初の試みとして、インターネットによる
ライブ配信を実施した。

当日は、来賓に江本英仁関東信越税理士会会
長を迎え、代議員及び役員等25人が出席した。

小林馨副会長の開会のことば、小林俊一会長
のあいさつ、太田直樹日本税理士政治連盟会長
からの祝辞の紹介に続いて、役員を永年にわた
り務められ功労された６人の退任役員への感謝
状贈呈が行われた。その後、渡邉輝男・若山実
両代議員が正副議長に選出され、議事進行の結
果すべての議案が異議なく原案のとおり可決承
認された。続いて、６人の代議員（各県税政連
代表として）から決議文の朗読が行われた。そ
の後、司会から多数お寄せいただいた祝電の紹
介、長谷川良則副会長の閉会のことばをもって
定期大会は終了した。

関東信越税理士政治連盟

第55回 定期大会を開催

大　会　決　議

一、われわれは、税理士制度の発展と、納税者のための真の代表を国会に送るため強力な運動を

展開する。

二、われわれは、納税者に信頼される税理士制度の確立を目指して強力な運動を展開する。

三、われわれは、公正な税制の確立及び税務行政改善のため強力な運動を展開する。

四、われわれは、税制改正に際し、中小企業者に過重な負担をもたらすことのないよう強力な運

動を展開する。

五、われわれは、規制改革の動向を注視し、税理士会への強制入会制と税理士業務の無償独占堅

持のため強力な運動を展開する。

六、われわれは、税理士の業務に重大な影響を及ぼす動向に対して強力な運動を展開する。
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関東信越税理士政治連盟

　会　長　小　林　俊　一

会長あいさつ

本年４月から会長に就任いたしました小林で

ございます。どうぞ宜しくお願いいたします。

本日は、お忙しい中、関東信越税理士会 江

本会長 にお越しいただきました。ありがとう

ございます。また、ライブ配信をご覧の代議員

の皆様、ご視聴誠にありがとうございます。

第55回定期大会は、コロナ禍によるまん延防

止等重点措置が延長される中、会場の変更、ご

来賓や国会議員の皆様をご招待しての懇親会の

見送り、代議員の皆様には委任状提出による議

決権の行使をお願いするなど、皆様のご理解と

ご協力により本日の開催を迎えました。厚く御

礼を申し上げます。

さて、私が関税政の会務にあたって重視して

いるものが三つございます。

まず一つ目に、税理士会との強固な連携を図

ることです。本連盟の規約第３条 目的 には「本

連盟は、関東信越税理士会の方針にそって、税

理士会の社会的、経済的地位の向上を図るとと

もに、納税者のための税理士制度及び租税制度

並びに税務行政を確立するため、必要な政治活

動を行うことを目的とする。」とあり、あらゆ

る分野において税理士会と連携し、政治活動を

行っていくことが税政連の役割です。

二つ目は、財政の在り方が重要な課題となっ

ております。税理士会の会員数は増えておりま

すが、税政連の会費を納めてくださっている会

員数は減少しております。機関紙やホームペー

ジを活用し、税政連への理解と協力を求め、粘

り強く活動してまいります。また、今年度は「会

務執行検討特別委員会」を設置し、規約を含め

た現状の問題点と今後の改善方法について総合

的に検討してまいります。

最後に、主要な活動として国会議員の皆様へ

の陳情活動がございます。有意義な陳情活動を

するためには、国会議員の皆様と私どもとの信

頼関係を確立することが重要です。そのために

も、税理士による後援会の発足と活発な活動が

大切であり、関税政としてそれらを後押しして

まいります。

また、それに関連しまして、本年10月21日に

は衆議院議員の任期が満了しますので、本年度

には必ず第49回衆議院議員総選挙が行われます。

国政選挙への対応は、国会議員の皆様との信頼

関係の醸成に大変重要なものであり、全力で取

り組んでまいります。

結びに、皆様におかれては、本連盟の活動に

一層のご理解とご協力をお願いいたしますとと

もに、ご繁栄、ご健勝、ご多幸を祈念いたしま

して、ごあいさつといたします。
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日本税理士政治連盟

　会　長　太　田　直　樹

祝　　辞

本日は、関東信越税理士政治連盟の第55回定
期大会開催に心からお慶び申し上げます。また、
日ごろから日本税理士政治連盟の会務運営に対
し、格別のご高配を賜り深謝申し上げます。

なお、本年は役員の改選期であり、井部前会
長をはじめ退任役員の皆様に感謝申し上げると
もに、小林会長をはじめ就任された役員の皆様
には今後のご活躍にご期待申し上げます。

終わりの見えないコロナ禍により、昨年度に引
き続き今年度の定期大会は、会場の変更等、例
年とは異なった方法での開催を余儀なくされてい
ます。関東信越税理士政治連盟におかれましても、
執行部の皆様には、困難な状況の中、会務を執行
されておられることに感謝申し上げます。

このような状況の中、令和３年度においては、
来るべき国政選挙、税制改正、税理士法改正等
の重要な課題に対応しなければなりません。こ
の場をお借りして、日税政の諸課題について、
所信の一端をご報告させていただきます。

まず、国政選挙への対応です。今年10月21日
に衆議院議員の任期が満了します。マスコミ等
では９月解散などが取りざたされておりますが、
この４か月以内に、必ず第49回衆議院議員総選
挙が行われます。また、来年７月までには第26
回参議院議員通常選挙も行われます

税政連にとって最も重要な活動は国政選挙へ
の対応であり、税政連は国会において、その地
域に密着した活動が高く評価されております。
次期国政選挙においても、税政連の推薦議員を
一人でも多く国会に送るため、関東信越税理士
政治連盟におかれても、より一層のご理解とご
協力を改めてお願い申し上げます。

次に、税制改正への対応について申し上げます。
日税連は、６月23日の理事会において、「令

和４年度・税制改正に関する建議書」を機関決

定しました。税理士会の税制建議は、税政連の
活動により実現してこそ、机上のものではなく
現実の意義あるものとなります。日税政は、こ
れまで以上にスピード感を持った迅速な対応に
努め、税制建議の実現を強く訴えてまいります。
関東信越税理士政治連盟におかれましても、改
めてご理解とご協力をお願い申し上げます。

次に、税理士法改正について申し上げます。
昨年12月10日に決定された与党税制改正大綱に
おいて、税理士法改正が取り上げられました。
６月23日の日税連理事会において「税理士法に
関する改正要望書」が機関決定され、現在、日
税連と政府当局との間で、令和４年通常国会に
おける法改正を視野に入れた検討が加速してい
ます。今回の税理士法改正のコンセプトは、ウィ
ズコロナ・ポストコロナの新しい社会への対応、
多様な人材の確保などです。日税政は、日税連
と連携して、次世代にとって魅力のある、そし
て、国民・納税者により一層信頼される税理士
制度とするため、税理士法改正に積極的に対応
いたします。

さて、税政連の意義と役割がより重要になる
一方、税政連組織の強化や後援会活動の活性化
が喫緊の課題となっております。税理士政治連
盟の目的は、税理士会の要望実現であり、税政
連活動の成果はすべての税理士会会員が等しく
享受します。すべての税理士が税政連の活動に
ご理解いただき、誇りと使命感を持って活動に
参加していただけるよう、日税政は単位税政連
の皆様と英知を結集して取り組んでまいります。

今後も、会員の皆様には、税理士政治連盟の
活動に対して、より一層のご理解とご協力をお
願い申し上げますとともに、本日ご参会の皆様
のご健勝と貴連盟の益々のご発展を切にお祈り
いたしまして、祝辞といたします。
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※任期は、令和３年４月１日から令和５年３月31日まで、会計監事の任期は令和３年度定期大会から
令和５年度定期大会まで（敬称略）

役　　職　　名 氏　　　　　　　　　名
会 長 小林　俊一（埼玉）

副 会 長
渡邉　輝男（埼玉）大石　　敬（埼玉）小林　　馨（群馬）長谷川良則（埼玉）
若山　　実（茨城）小池　英之（栃木）田子　一夫（群馬）岸　　生子（埼玉）
高橋　　潔（新潟）百瀬　征男（長野）

幹 事 長 秋山　典久（埼玉）

副 幹 事 長

原口　哲也（茨城）
小口　秀一（栃木）
三輪　洋之（群馬）
新井　　正（埼玉）
田中　　操（新潟）
成澤優一朗（長野）
坂場　信夫（茨城）
仲野　光男（栃木）
栁澤　　彰（群馬）
遠藤　憲五（埼玉）
清水　善規（埼玉）
中村　　岳（埼玉）
落合　順二（埼玉）
村椿　正子（新潟）
横沢　　正（長野）

幹 事

内田　茂行（茨城）岡本　篤典（栃木）佐藤　昌義（群馬）大山　博之（埼玉）
真島　一誠（新潟）上條　光信（長野）遠井　洋子（栃木）西山　利昭（長野）
橋本　一哉（埼玉）植野　正子（浦和）小薗井　健（茨城）渡邉央一雄（茨城）
倉井　　章（栃木）荻原　秀幸（栃木）澤口　俊行（群馬）入沢　紀行（群馬）
樋之口　猛（埼玉）中村　文男（埼玉）細沼　幸央（埼玉）寺門　孝彦（埼玉）
森山　昭彦（新潟）大渕　　賢（新潟）宇賀田伸彦（長野）原　　　優（長野）

会 計 監 事
林　　　修（茨城）関口　俊一（栃木）今泉　祐史（群馬）豊岡　清朗（埼玉）
瀬賀　弥平（新潟）久保田昌人（長野）

推薦審査会委員

小林　俊一（埼玉）渡邉　輝男（埼玉）大石　　敬（埼玉）小林　　馨（群馬）
長谷川良則（埼玉）若山　　実（茨城）小池　英之（栃木）田子　一夫（群馬）
岸　　生子（埼玉）高橋　　潔（新潟）百瀬　征男（長野）内田　茂行（茨城）
岡本　篤典（栃木）佐藤　昌義（群馬）大山　博之（埼玉）真島　一誠（新潟）
上條　光信（長野）秋山　典久（埼玉）原口　哲也（茨城）小口　秀一（栃木）
三輪　洋之（群馬）新井　　正（埼玉）田中　　操（新潟）成澤優一朗（長野）

顧 問
清水　武信（埼玉）小林　健彦（栃木）江本　英仁（埼玉）吉澤利喜平（長野）
峰岸　一朗（栃木）井部　俊一（新潟）

関東信越税理士政治連盟　令和３～５年度役員名簿
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関税政委員会名簿

（令和３年４月１日～令和５年３月31日）
委 員 会 名 人数 担 当 副 会 長 委 員 長 副 委 員 長 委    員

政策委員会 ９ 若山　　実（茨城） 原口　哲也（茨城） 坂場　信夫（茨城）
清水　善規（埼玉）

柿沼　利明（茨城）
小林　由忠（栃木）
重田　一雄（群馬）
相田　　哲（新潟）
沖田　　聡（長野）

財務委員会 ９ 高橋　　潔（新潟） 田中　　操（新潟） 村椿　正子（新潟）
相川　幸永（埼玉）

野口　章成（茨城）
森田　善彦（栃木）
荻野　純一（群馬）
成田　俊郎（新潟）
石田　賢一（長野）

組織委員会 10 百瀬　征男（長野） 成澤優一朗（長野） 遠藤　憲五（埼玉）
横沢　　正（長野）

四ツ倉宏幸（茨城）
森島　才子（栃木）
関口　礼史（群馬）
中村　文男（埼玉）
宍戸由喜夫（新潟）
堀内　義広（長野）

国対委員会 ８ 小池　英之（栃木） 小口　秀一（栃木） 中村　　岳（埼玉） 千葉　良和（茨城）
佐藤　秀人（栃木）
尾花　俊彦（群馬）
大渕　　賢（新潟）
小野　伸二（長野）

広報委員会 ９ 田子　一夫（群馬） 三輪　洋之（群馬） 栁澤　　彰（群馬） 土屋　　秀（茨城）
海老原和弘（栃木）
小板橋敬之（群馬）
杉野　幸恵（埼玉）
齋藤　嘉一（新潟）
塩川　　進（長野）

後　援　会
対策委員会

９ 岸　　生子（埼玉） 新井　　正（埼玉） 仲野　光男（栃木）
落合　順二（埼玉）

飯嶋　雄一（茨城）
岡部　記和（栃木）
花岡　克明（群馬）
石月　良典（新潟）
伊藤　穂波（長野）

（敬称略）
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所得税

１　医療費控除を見直し、年少扶養控除を復活させること。
　　（建議・要望項目２）

２　業務用不動産の譲渡損失について、損益通算及び翌期以降の繰越しを
認めること。（建議・要望項目３）

３　所得税の確定申告期限を延長すること。（建議・要望項目５）

中小法人税制 ４　中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額（30万円未満）の損金
算入の特例措置を延長すること。（建議・要望項目７）

法人税

５　確定決算主義を尊重し、役員給与の損金算入規定等を見直すこと。
　　（建議・要望項目 11）

６　少額減価償却資産の取得価額基準（10万円未満）を引き上げること。
　　（建議・要望項目 12）

消費税

７　消費税における軽減税率制度を廃止し単一税率に戻すこと。
　　（建議・要望項目 14）

８　基準期間制度を廃止し、新たに小規模事業者に対して選択によって申
告をしなくても納税義務が免除される制度を創設すること。

　　（建議・要望項目 15）

９　簡易課税制度のみなし仕入率を引き下げ、設備投資に対する別枠での
控除を認めること。（建議・要望項目 16）

相続税 ･贈与税 10　法人版事業承継税制（特例措置）に係る対応期限を延長すること。
　　（建議・要望項目 21）

地方税 11　償却資産に係る固定資産税制度について、廃止を検討するなど、制度
のあり方を抜本的に見直すこと。（建議・要望項目 22）

納税環境整備 ･その他 12　個人番号の利便性を向上させた上で、個人事業者番号の導入について
検討すること。（建議・要望項目 27）
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弘衆議院議員（自民党・茨城３区）、梶山弘志
衆議院議員（自民党・茨城４区）、石川昭政衆
議院議員（自民党・茨城５区）永岡桂子衆議院
議員（自民党・比例北関東）、岡田広参議院議
員（自民党・茨城県）、上月良祐参議院議員（自
民党・茨城県）に、地元事務所、議員会館等に
おいて新型コロナウイルス感染症に留意しなが
ら、各後援会の役員が「令和４年度税制改正要
望」の陳情を行った。

田所嘉德衆議院議員

額賀福志郎衆議院議員

葉梨康弘衆議院議員

茨城県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長

　原　口　哲　也

１．第46回定期大会
７月14日午後２時から、水戸プラザホテル（水

戸市）において ､ 茨城県税理士政治連盟第46回
定期大会が開催された。坂場信夫副幹事長の司
会で始まり、坂入賢樹副会長の開会の言葉の後、
若山実会長からあいさつがあった。

議事は関口広行会員が議長となり、原口哲也
幹事長と野口章成会計幹事が議案説明をし、第
１号議案から第４号議案すべて可決承認された。

議事終了後、小林俊一関税政会長からの祝辞
を坂場副幹事長が代読し、午後２時42分に根本
明人副会長の閉会の言葉で終了した。

昨年同様に、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止の観点から、来賓の招待を行わな
かったため、寥寥とした定期大会であった。

会長あいさつ

２．陳情活動（税制改正要望）での国会議員と
の接触状況について
７月５日～８月24日を陳情期間として、田所

嘉德衆議院議員（自民党・茨城１区）、額賀福
志郎衆議院議員（自民党・茨城２区）、葉梨康
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国会議員に対しての陳情活動は県内の各議員事
務所に直接赴いて実施した。

例年であれば秋に行われていた陳情活動であ
るが、本年は７月から８月にかけて「令和４年
度税制改正要望」を基に行うことに依頼が早め
られたため、栃木県では７月26日の上野通子参
議院議員（自民党・栃木県）事務所を皮切りに
８月20日の船田元衆議院議員（自民党・栃木１
区）まで、全ての議員事務所に伺い次の５つを
改正の最重要項目としたパンフレットをメイン
資料として説明し陳情した。

（1）適格請求書等保存方式（インボイス方式）
の見直し

（2）消費税非課税取引の見直し
（3）所得計算上の控除よりも基礎的な人的控除

へのシフトを進める
（4）災害損失控除の創設と相続時精算課税の救

済措置の設置
（5）消費税軽減税率制度の見直し

特に、茂木敏充外務大臣（自民党・栃木５区）、
船田元衆議院議員、簗和生衆議院議員（自民党・
栃木３区）、高橋克法参議院議員（自民党・栃
木県）の４人とは直接話ができた。

陳情内容については「令和３年度税制改正要
望」とほぼ同じ内容であったため、昨年の説明
の継続形式で協議を行うことができたことによ
り、より深く理解いただき充実した陳情を行う
ことができた。昨年よりも明らかに各議員がパ
ンフレットへチェックを入れたりメモ書きした
りした回数が増えていました。

茂木敏充外務大臣

石川昭政衆議院議員

永岡桂子衆議院議員

上月良祐参議院議員

茨税政としては各後援会の協力を仰ぎ、税理
士会の要望実現のため陳情活動をこれまで以上
に行う方針である。

栃木県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
　小　口　秀　一

１．陳情活動（税制改正要望）での国会議員と
の接触状況
昨年から、新型コロナウイルスの影響により
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群馬県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長

三　輪　洋　之

１．第50回定期大会
本年度の定期大会は、７月27日、ホテルメト

ロポリタン高崎（高崎市）において開催予定で
あったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点から、昨年に引き続き書面議決による開催
に変更した。議案は、全て賛成多数により可決
承認された。本来であれば99人の代議員の出席
のもと、多数の来賓を迎え盛大に開催の予定で
あった。コロナ禍の中、安全を考慮した結果で
あるが、国会議員や議員秘書の方々と情報交換
が行えなかったのは大変残念であった。来年の
第51回定期大会が、無事開催されることを心か
ら願っている。

２．地元陳情
「令和４年度税制改正に関する要望」につい

て、各後援会及び群馬県税理士政治連盟（以下
「群税政」という。）が地元陳情を行うとともに、
議員の最近の活動状況や地元経済の状況につい
て活発な意見交換を行った。

（1）後援会による地元陳情
①井野俊郎後援会
　（衆議院・自民党・群馬２区）

８月７日午前11時30分からＰＬＵＳ + ア
ンカー（桐生市）

井野俊郎衆議院議員

船田元衆議院議員

簗和生衆議院議員

高橋克法参議院議員

２．後援会活動
（1）福田とみかず後援会

６月４日に福田とみかず後援会役員会が開催
され、事業報告書及び決算報告書の承認を得た
が本年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から総会及び県政報告会に関しては原則開催
中止とする方向で検討することを承認した。

（2）高橋かつのり後援会
７月30日長谷川薫会長、大戸会員、小口会員

の３人が高根沢事務所にお邪魔して「令和４年
度税制改正要望」陳情活動を実施した。
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７月19日午後２時30分から上野宏史事務所
（前橋市）

上野宏史衆議院議員

② 中曽根康隆衆議院議員
　（自民党・比例北関東）

７月19日午後５時から中曽根康隆事務所
（前橋市）

中曽根康隆衆議院議員

埼玉県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長

新　井　　　正

１．第57回（定期）大会を開催

定期大会の様子

②福田達夫後援会
　（衆議院・自民党・群馬４区）

８月10日午前９時30分から福田達夫事務所
（高崎市）

福田達夫衆議院議員

③ 清水真人後援会
　（参議院・自民党・群馬県）

８月21日午前10時から清水真人事務所（前橋市）

清水真人参議院議員

④ 小渕優子後援会
　（衆議院・自民党・群馬５区）

８月25日午後３時から群馬県政会館（前橋市）

小渕優子衆議院議員

（2）群税政による地元陳情
① 上野宏史衆議院議員
　（自民党・比例南関東）
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穂坂泰衆議院議員

８月２日、田中良生衆議院議員（自民党・埼
玉15区）、８月４日、中根一幸衆議院議員（自民党・
比例北関東）に、岸会長が陳情活動を行った。

田中良生衆議院議員

中根一幸衆議院議員

８月５日、参議院議員会館において、岸会長、
新井正幹事長が陳情活動を実施した。古川俊治
参議院議員（自民党・埼玉県）、若松謙維参議
院議員（公明党・比例代表）、矢倉克夫参議院
議員（公明党・埼玉県）、岡本三成参議院議員（公
明党・比例代表）の各事務所において、秘書対
応での陳情活動を行った。

３．後援会による国会への陳情
以下の後援会により、活発な陳情活動が行わ

れた。

第57回（定期）大会が７月９日午後１時から
関東信越税理士会館（さいたま市）で開催された。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から、代議員には委任状の提出をお願いし
てライブ配信を視聴いただく、来賓の皆様への
ご案内を控えるなど、規模を縮小しての開催と
なった。

岸生子会長のあいさつから始まり、議事は遠
藤憲五代議員が議長、大渕浩代議員が副議長と
なり第１号議案から第６号議案まですべてが可
決承認され、午後１時40分、大会は終了した。

出席者　代議員総数327人中273人（委任状出
席者259人）

２．国会議員への陳情
７月14日、岸生子会長が西田実仁参議院議員

（公明党・埼玉県）の訪問を受け、陳情を行っ
た結果、重点要望項目についてご理解をいただ
き、国会で積極的に発言していきたいとのこと
であった。

西田実仁参議院議員

７月27日、岸会長が穂坂泰衆議院議員（自民
党・埼玉４区）の事務所を訪問し、インボイス、
コロナ禍の中小零細企業の現状を説明したとこ
ろ大変理解を示していただき、国会の委員会で
発言してくださるとのことであった。
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⑤土屋品子後援会（自民党・埼玉13区）

土屋品子衆議院議員

⑥小宮山泰子後援会（立憲民主党・比例北関東）

小宮山泰子衆議院議員

⑦牧原秀樹後援会（自民党・比例北関東）

牧原秀樹衆議院議員

⑧上田清司後援会（無所属・埼玉県）

上田清司参議院議員

①黄川田仁志後援会（自民党・埼玉３区）

黄川田仁志衆議院議員

②枝野幸男後援会（立憲民主党・埼玉５区）

枝野幸男衆議院議員

③柴山昌彦後援会（自民党・埼玉８区）

柴山昌彦衆議院議員

④山口泰明後援会（自民党・埼玉10区）

山口泰明衆議院議員
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西村智奈美衆議院議員

鷲尾英一郎衆議院議員

細田健一衆議院議員

斎藤洋明衆議院議員

菊田真紀子衆議院議員

新潟県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
田　中　　　操

１．第54回定期大会を開催

高橋潔会長あいさつ

７月26日、ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟
（新潟市）において第54回定期大会を開催した。
新型コロナウイルス感染症が蔓延している状況
に鑑み「委任状による議決権の行使」の活用を
検討いただき、代議員80人のうち27人が出席し
53人は委任状により議決権を行使した。議案は、
すべて賛成多数により可決承認された。例年、
大会終了後に行っていた国会議員の皆様との懇
親会は本年も開催できなかった。

２．税制改正要望等の地元陳情活動
８月末に関係各省庁から財務省主税局に提出

される税制改正要望に要望を盛り込んでいただ
くことの重要性から、帰省中の推薦国会議員の
皆様への地元陳情期限を８月24日として各支局
及び各後援会が陳情を行った。定期大会、地元
陳情、第49回衆議院議員総選挙に向けての推薦
状持参など日程調整が難しい状況だったが議員
の活動状況など交流を深めることができた。
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３．後援会活動
４月16日、税理士による国定勇人後援会の設

立総会が開催された。本連盟では引き続き後援
会の設立を推進しています。

国定勇人後援会設立総会

長野県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
成　澤　優一朗

１．第46回定期大会

百瀬征男会長あいさつ

長野県税理士政治連盟第46回定期大会は、７
月13日上田東急ＲＥＩホテル（上田市）におい
て、同日同所で開催される県連定期総会に先立
ち、午後１時15分から２時までの時間短縮で開
催された。２年連続で、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から「委任状による議決権
の行使」の活用を呼び掛け、代議員数74人中本
人出席36人、委任状による出席37人であった。
三密を避けるために十分な配慮をしテンポよく
行った。

泉田裕彦衆議院議員

髙鳥修一衆議院議員

石崎徹衆議院議員

森ゆうこ参議院議員

水落敏栄参議院議員
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にて、加藤敏夫後援会長以下５人で陳情活動を
行った。務台代議士は総務省出身のため、地方
税の改正要望項目を中心に意見交換を行った。

務台俊介衆議院議員

（3）宮下一郎衆議院議員後援会
８月18日午前10時から宮下一郎事務所（伊那

市）にて、上野山登後援会長以下６人で陳情活
動を行った。宮下代議士は、常に真摯な姿勢で
向き合われており、税制改正要望をご理解いた
だいている。

宮下一郎衆議院議員

（4）井出ようせい衆議院議員後援会
８月20日、井出庸生事務所（上田市）にて、小

池久己後援会長以下２人で陳情活動を行った。井
出代議士は、消費税のインボイス制度導入に対し
興味を示されるなど、有意義な意見交換が行えた。

４．後援会活動支援
長野県税政連は、今秋行われる第49回衆議院

議員総選挙に向けて、当連盟推薦候補５人全員
の当選を目指し、活発に後援会活動を支援して
いきます。

以上

議長に風間孝三相談役を選出し、議事は第１号
から第６号まですべての議事が可決承認された。

なお、昨年同様に、国会議員の来賓出席及び
県連と合同で行われていた合同祝賀も自粛された。

２．長野県税政連の活動　【令和３年８月25日現在】
・４月14日　第１回幹事会
・４月23日　第１回正副会長・正副幹事長合同

会議
・５月19日　監査会
・６月15日　第２回幹事会、第１回組織委員会
・７月13日　第46回定期大会
・８月２日　第２回正副会長・正副幹事長合同

会議
・８月12日　第３回幹事会（書面決議）
・８月27日　臨時大会（書面決議）

臨時大会により、長野県税理士政治連盟規約
の一部改正が行われる予定である。

３．陳情活動について
「令和４年度税制改正に関する重要建議・要

望項目」について、各後援会が地元にて陳情を
行った。

（1）後藤茂之衆議院議員後援会
７月15日午後１時から後藤茂之事務所（諏訪

市）にて、五味公一後援会長以下４人で陳情活
動を行った。後藤代議士は、自民党税調のイン
ナー幹事を務められているため、本音での意見
交換が行えた。

後藤茂之衆議院議員

（2）務台俊介衆議院議員後援会
８月２日午前９時から務台俊介事務所（松本市）



令和 3 年 9 月 20 日発行	 関　　　　税　　　　政	 第48号 （23）

田所嘉德衆議院議員 額賀福志郎衆議院議員 葉梨康弘衆議院議員

石川昭政衆議院議員 永岡桂子衆議院議員 上月良祐参議院議員

茂木敏充衆議院議員 船田元衆議院議員 簗和生衆議院議員

高橋克法参議院議員 井野俊郎衆議院議員 笹川博義衆議院議員

小渕優子衆議院議員 中曽根康隆衆議院議員 上野宏史衆議院議員

清水真人参議院議員 黄川田仁志衆議院議員 穂坂泰衆議院議員

Photo 特集
陳情活動
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枝野幸男衆議院議員 柴山昌彦衆議院議員 山口泰明衆議院議員

土屋品子衆議院議員 田中良生衆議院議員 小宮山泰子衆議院議員

牧原秀樹衆議院議員 中根一幸衆議院議員 西田実仁参議院議員

上田清司参議院議員 西村智奈美衆議院議員 鷲尾英一郎衆議院議員

細田健一衆議院議員 斎藤洋明衆議院議員 菊田真紀子衆議院議員

泉田裕彦衆議院議員 髙鳥修一衆議院議員 森ゆうこ参議院議員

水落敏栄参議院議員 後藤茂之衆議院議員 宮下一郎衆議院議員
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●４月14日　第１回幹事会
　（書面議決）
議題　第55回定期大会各県税政連選出代議員割

当数（案）について

●４月22日　第１回正副幹事長会議
議題　第55回定期大会の議案について

●４月22日　第１回正副会長・正副幹事長合同会議
議題　第55回定期大会の議案について

●５月６日　第２回幹事会
　（書面議決）
議題　推薦審査会委員の委嘱について

編集後記編集後記

関税政の動き

広報委員長　三輪 洋之広報委員長　三輪 洋之
先日、オリンピックチケット代金の払戻について
のメールが届きました。２年前、当選して代金の
払込をしたときは、こんな日が来るとは夢にも思
いませんでした。会場で競技を観戦することはで
きませんでしたが、チケット保有者であることは、
この２年間、話のネタになりました。選手、大会
関係者、ボランティアの皆様、本当にお疲れ様で
した。

広報副委員長　栁澤 彰広報副委員長　栁澤 彰
巣ごもり生活はしばらく続きそうだ。便利な時代
で様々な動画が配信されている。36時間研修も
然る事ながら、自宅にいながら多くの情報が得ら
れる。それでも人と直接触れ合い、語りあえる日
常が早く戻ることを願う。

広報委員　土屋 秀広報委員　土屋 秀
本年度より初めて広報委員を担当させていただく
こととなりました。
会員の皆様へ有意義な情報をお届けできよう校正
編集作業に取り組んでいきたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。

広報委員　海老原 和弘広報委員　海老原 和弘
初めて広報委員を担当することになりました。新
型コロナの影響で、一度も編集会議に出ておりま

せん。校正・編集等の仕事を通して、微力ながら
政治連盟の活動を皆様にお伝えする手助けになれ
ばと思っております。

広報委員　小板橋 敬之広報委員　小板橋 敬之
３期目の広報委員になります。関税政の活動を皆
様にお伝えする一助になれるように編集をやって
いきたいと思います。よろしくお願いします。

広報委員　杉野 幸恵広報委員　杉野 幸恵
広報委員として、参加させていただく事になりま
した。税政連の活動が初めてですので自分にでき
る事を一つ一つ、微力ですが良い紙面作りに貢献
できればと思います。よろしくお願いいたします。

広報委員　齋藤 嘉一広報委員　齋藤 嘉一
新潟出身の２期目の広報委員です。新型コロナウ
イルス感染症による緊急事態宣言により、大宮で
の編集会議の開催はできそうにないようです。そ
ろそろ、大宮（飲み屋さん？）が懐かしくなって
きました。

広報委員　塩川 進広報委員　塩川 進
コロナウイルスの感染拡大、異常気象により頻発
する災害、まさに日本は非常時です。この状況の
中、少しでも国民に寄り添った税制改正の実現が
されるよう、税政連の活動は大変重要です。広報
委員２期目となりますが、少しはお役に立てれば
と考えています。

●５月18日　会計監事会
議題　令和２年度会計監査

●５月27日　第３回幹事会
　（書面議決）
議題　第55回定期大会の議案について

●６月16日　第２回正副会長・正副幹事長合同会議
議題　第55回定期大会の運営について

●７月９日　第３回正副会長・正副幹事長合同会議
議題　第55回定期大会事前打合せについて

●７月30日　第１回会務執行検討特別委員
議題　今後の委員会の検討内容について

●８月９日　第２回会務執行検討特別委員
議題　規約・規則の整備、見直しについて
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〒330-0842　さいたま市大宮区浅間町 2 丁目 7 番地 


